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第 4 章は二価不純物と格子欠陥との相互作用に関するもので、 F中心およびV中心の生成を広い温
度範囲にわたり調べ、 Crawford， Hayes らの提案しているモデルについて検討している。
第 5 章では、低温照射により生じた格子間ハロゲンイオンと二価マンガン不純物との複合体に関連
した常磁性共鳴吸収を見出し、低温における F着色増感機構について著者の見解を述べている。











著者は、特に二価の不純物(主として Mn， Ca) を含むハロゲン化アルカリ結晶を用い、初期着色
の増感機構、不純物イオンと格子間ハロゲンイオンとの複合体について、常磁性共鳴吸収、光吸収お
よび電導度を広い温度範囲にわたって測定し、多くの新知見を得ている。またこれらの基礎的研究の結
果を硫酸カルシウムを用いた高感度熱発光線量計に応用し、貴重な資料を得ている。
これらの結果は、放射線工学の進歩に貢献するところが大きく、本論文は博士論文として価値ある
ものと言志める。
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